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渡邊欣雄教授記念
渡邊欣雄教授の人と業績
伊 藤
?
渡邊欣雄i教授 は2009年3月末 日を もって本学を依願退職 される。定年 まで1年
を残 し、4月 よ り中部大学国際関係学部中国語中国関係学科 に新たな教育研究の場
を移されることになった。
渡邊先生が東京都立大学の助教授 として着任 されたのは1988年4月の ことで、
以来21年問にわた り、学部生、大学院生の教育 ・研 究指導に尽力 された。大学院
時代 の6年 間 とあわせて都立大 との関わ りは27年もの歳月になる。この度の御退
職が渡邊先生ご自身にとってもいかに感慨無量であるかと推察される。 とりわけ、
都立大から首都大への移行転換期 において、その行 く末 を案 じられ、社会人類学研
究室の維持発展につねに心を砕いてお られただけに、心残 りがあるにちがいない。
在職中の渡邊先生のご活躍は、学内学外 を問わず誰 しもが知るところである。学
内では、都立大時代 には学芸委員会委員、教育実習委員、会津 田島寮施設運営委
員、学部計画委員会委員 をはじめ各種委員 をつ とめられたが、首都大時代 において
退職 問際までつ とめられた広報委員会でのご活躍は特筆に値する。広報委員会は通
常、都庁舎で開催 され、独立行政法人首都大学東京の広報方針を決定する全学的な
委員会である。渡邊先生は都市教養学部人文社会系の代表 として、 とくにそのホー
ムページの充実ために奮闘され、法人側 との粘 り強い交渉力 によって全学 にその存
在感 を示された。さらに、学内委員 とは別だが、通称 「大島プロジェク ト」 と呼ば
れる文理融合型のフィール ド重視の教育プロジェク トを学内で立 ち上げ、そのリー
ダー としてご活躍されたことも、 ここに記 しておかなければな らない。首都大学 と
なり、社会学コース社会人類学教室は毎年20名前後 の学生 を受け入れ始 めたのを
きっかけに、学部生 にもフィール ドワーク実習 を課すようになったが、それが可能
になったのは、元はと言 えばこの 「大島プロジェク ト」があったか らである。
学外に目を転 じてみると、実際、渡邊先生の真のご活躍の場は、む しろ学外 によ
り多 くあったことがよ くわかる。学会 関連で は、国内では 日本文化人類学会(理
事 ・評議員)、日本民俗学会(理 事 ・評議員)、比較家族 史学会(幹 事 ・理事)、南
島史学会(編 集委員)、国際アジア文化学会(理 事 ・編集委員)を 長期 にわた り歴
任 されるととともに、海外 において も、中国民族学学会(海 外理事)、『客家研究』
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期刊顧問委員(台 湾)を つ とめ られ、日本のみならず中国 ・台湾における、社会人
類学、宗教人類学、そ して環境人類学の普及、発展 に尽力 されている。現在でも、
華 中師範大学客員教授 、北京師範大学民間文化研究セ ンター通信研究員、嘉応大学
客家学院学術顧問委員会委員 をつ とめられ、毎年のように講演活動を継続 されてい
る。2005年に 「民俗研究傑 出貢献賞」を中国民俗学会 より受賞 されたのは、渡邊
先生のそうした献身的なご努力が認められたためにほかな らない。
渡邊先生が研究されてきたフィール ドは、まず沖縄 には じまり、台湾、そ して中
国へ と拡大 してきた。また、マレーシア、韓国で も短期の調査 をおこなっている。
しか し、渡邊先生の学問の特徴 は、ひとつの地域 に対 して持続的な好奇心 を抱 き、
それが決 して枯渇 しないことであろう。た とえば、沖縄本島東村 とのつ きあいは40
年余 りになる。そうした渡邊先生の 「律儀」 とも 「粘着質」 とも形容可能なフィー
ル ドとのつ きあい方をよく示すのは、地元から数多 くの表彰を受けていることであ
る。沖縄関係 では、1985年に 「伊波普猷賞」て沖縄 タイムス社)、1990年に 「東村
村政功労賞」、そ して1993年には第14回 「沖縄研究奨励賞」 と3度 の受賞の栄 に
浴 し、また先述 した ように、中国か らも2005年に長年 の中国調査研究 と、知識
論 ・民俗宗教論の中国民俗学会への理論的寄与 を認め られ、「民俗研 究傑出貢」 を
受賞 されている。数ある人類学者の中で、渡邊先生 ほど数多 く研究対象地域(国)
から表彰されてた人類学者は珍 しい。それは、渡邊先生が研究成果をつねに現地に
還元 しようとご尽力 されていることを示す証左で もあろう。
渡邊先生が築いてきた巨大 な学問の内容 については、私は到底語る資格 をもたな
い。ただ し、20年間にわた り同僚 としてつ きあわせ て頂いた者 として、渡邊先生
の研究スタイルについてひとつだけは指摘できる。それは、渡邊先生が、フィール
ドからの理論構築 をご自分 自身の ことばをもってお こなうことをつねに心がけてき
た とい う点である。 フィール ドか ら理論構築するといえば、社会人類学研究者の誰
しもが心がけることであるか もしれない。 しか し、理論構築にあた り、西欧流の借
り物ではな く(断 ってお くが、渡邊先生ほ どイギリス社会人類学に通暁 した人類学
者 もまた珍 しい)自 分な りの表現法 をもつ ということは容易なことではない。その
点において、渡邊先生は、他 の研究者とはつねに一線 を画す存在 なのである。たと
えば、『民俗知識論の課題一 沖縄 の知識人類学一』(1990年)は、民俗知識のあ り
方 を論 じた書物である。民俗知識 は必ず しも社会的に平準化 された状態で存在する
わけではな く、ときに知識問の 「闘争や葛藤がある」 とい う認識か ら渡邊先生はそ
れを 「知識 の動態」 と呼 び、「全知」 と 「偽知」 との知識の拮抗性 について例示 し
つつ、知識の成層性 を説いている。本書の至 る所 に、渡邊先生 一流 のター ミノロ
ジーが見いだせ るが、それ らの用語が明晰なロジックの流れの中に配置されている
ものであるか ら読者 にまった く違和感 をもたせ ないの も渡邊先生独特 の技 能(わ
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ざ)というべきだろう。なお付言するならば、本書において、後に飛躍的に展開す
ることになる渡邊先生の風水論の構図が示されている。「なぜ沖縄各地の古村の村
落景観が京都とおなじように碁盤目上の道路によって整然と区画されているのか」
という観察に端を発する疑問から沖縄村落の象徴空間を支える空間認識の根底にあ
るものとして風水思想が提示される。つまり、渡邊先生の風水論とは、フィール ド
において発見された事実の理論化の結果なのであって、そこにも先に指摘した渡邊
先生独特の研究スタイルが貫かれているのである。
最後に。
都立大学は 「8月2日事件」 と呼ばれるあまりに唐突かつ一方的な都側による大
学改組案の発表は、とりわけ都立大学人文学部を標的とするものであり、それに対
する反発、紛糾、そして失望のなかで多 くの人材が都立大人文学部を去っていっ
た。なかでも社会人類学研究室にとっては、大塚和夫氏(現東京外国語大学教授)
とそれに続 く棚橋訓氏(現お茶の水大学教授)の転出は大きな痛手であった。院生
たちにも大きな動揺が走った。そうした変動期のなかにあって、都立大にとどまっ
た者には社会人類学研究室の維持発展が責務となったわけだが、渡邊先生はそこで
それまで以上に奮闘されたことは、ここに特筆 しておかなければならない。渡邊先
生によれば、大学院生に沖縄、しかも親族世界観研究を選んだのは、その当時、都
立大学社会人類学研究室が中心になって進めてきたテーマがまさにそれであり、学
問的先達として馬淵東一、村武精一両先生の薫陶を受けてきたからであるという。
渡邊先生は、まさに都立大社会人類学の本道を歩まれ、継承されてきた方であり、
それゆえに社会人類学研究室の危機は、渡邊先生ご自身のアイデンティティにも関
わる出来事であったと推測する。そうした困難の中を、院生たちに決して不安感を
与えることなく、いつも瓢々とし、それでいて研究室の運営に腐心し、その努力を
惜 しまなかったお姿を見ると、いつも頭の下がる思いであった。
渡邊先生、名古屋に転出されるといっても私は社会人類学研究室のサテライ トが
出来たと思っております。東京八王子のお住まいはそのまま残されるとのこと、こ
れからも研究室にお立ち寄 り下さい。
渡邊欣雄教授略歴
1947年3月
1969年3月
1972年3月
1975年3月
東京都に生まれる
埼玉大学教養学部教養学科卒業。文化人類学と地理学で学士号を取
得。
東京都立大学大学院社会科学研究科修士課程社会人類学専攻修了
東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程社会人類学専攻単位取
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1975年4月
1976年4月
1979年4月
1980年4月
1983年4月
1985年12月
1988年4月
1990年11月
1993年3月
1993年4月
2005年3月
2000年2月
2005年4月
得退学
日本学術振興会奨励研究員
跡見学園女子大学文学部専任講師
跡見学園女子大学文学部助教授
武蔵大学人文学部助教授
武蔵大学人文学部教授
第13回伊波普猷賞受賞(沖縄タイムス社)
東京都立大学人文学部助教授(大学院社会科学研究科兼担)
東村村政功労賞受賞(沖縄県東村)
第14回沖縄研究奨励賞受賞(沖縄協会)
東京都立大学人文学部教授(大学院社会科学研究科兼担)
民俗研究傑出貢献賞受賞(中国民俗学会)
東京都立大学より博士(社会人類学)を取得。
首都大学東京都市教養学部教授(大学院社会科学研究科/人文科学
研究科兼担)
非常勤講師として、
学部 東京理科大学理学部、法政大学第1教養部、跡見学園女子大学文学部、琉球
大学法文学部、武蔵大学人文学部、埼玉大学教養学部、国際基督教大学教養学部、
東京都立大学人文学部、国立音楽大学音楽学部、明治大学政経学部、聖心女子大学
文学部、上智大学文学部、駒沢大学文学部、島根大学法文学部、熊本大学文学部、
静岡大学人文学部、筑波大学比較文化学類、東京大学文学部、法政大学経済学部、
沖縄大学法経学部、明治大学文学部。
大学院 慶応義塾大学大学院社会学研究科、明治大学大学院政経研究科、立教大学
大学院文学研究科、東京大学大学院人文社会系研究科、山口大学大学院人文科学研
究科、慶応大学大学院文学研究科、放送大学大学院文化情報科学群、跡見学園女子
大学大学院人文科学研究科、国学院大学大学院文学研究科。
学会活動
日本民族学会=日本文化人類学会(理事 ・評議員)、日本民俗学会(理事 ・評議
員)、比較家族史学会(幹事 ・理事)、南島史学会(編集委員)、国際アジア文化学
会(理事 ・編集委員)、人文地理学会、中国社会文化学会、日本台湾学会、宗教と
社会学会、日本道教学会、沖縄民俗学会、東京都立大学社会人類学会(会長ほ
か)、中国民族学学会(海外理事)な ど。
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社会的活動
法政大学沖縄文化研究所委託研究員、国立民族学博物館共同研究員、国立歴史民俗
博物館展示プロジェクト委員、沖縄国際大学南島文化研究所特別研究員、慶応義塾
大学地域研究センター所員、沖縄学研究所所員、早稲田大学琉球沖縄研究所客員研
究員、華中師範大学客員教授(中国)、北京大学入類学与民俗研究中心特約研究員
(中国)、中山大学中国族群研究中心兼職研究員(中国)、北京師範大学民間文化研
究所通信研究員(中国)、民族学振興会第25回渋沢賞審査委員、沖縄ファンクラブ
理事、グリーンヒル寺田第5管理組合理事 ・評議員、第19期日本学術会議会員推
薦人、日本国際客家文化協会副理事長、『客家研究期刊』顧問委員会委員(台湾)、
第1回日本文化人類学会学会賞選考委員会委員長、沖縄文化協会賞選考委員、平成
19年度グローバルCOEプログラム ・レフェリー、日本学術振興会特別研究員等審
査会専門委員および国際事業委員会書面審査員、嘉応学院客家研究院学術顧問委員
会委員(中国)な ど。
渡邊欣雄教授主要著作目録
1970年
001「 伊豆御蔵島の隠居制」、『社』 皿一2、東京都立大学社会人類学研究室、1～
15頁。
[山路勝彦 ・喜多村正 ・須藤健一ほかと共著]
002「 機能契機にみるムラ構成 とその変化一千葉県安房郡旧平群村の事例一」、
『日本民俗学』72号、日本民俗学会、7～19頁。
1971年
003
004
005
006
007
「沖縄地方議会議員選挙 におけ る投 票の性格一沖縄東村 字宮城 の事例考
察一」、『民俗学評論』6号 、大塚民俗学会、23～36頁。
「沖縄北部一農村の社会組織 と世界観一大宜味村字田港 の事例一」、『民族学
研究』36巻2号、 日本民族学会、85～108頁。
「薩摩一農村 における家 と相続」、『民俗学評論』7号 、大塚民俗学会、29～
43頁、[山路勝彦 と共著]。
「沖縄 の世界観 についての一考察一東村字平良を中心 として一」、『日本民俗
学』78号、 日本民俗学会、10～30頁。
「未慮の出自体系一沖縄東村字平良の事例一」、『社』W-3、 東京都立大学
社会人類学研究室、45～60頁。
1973年
008「 奄 美 」、 日本民族学会編 『沖縄の民族学的研究一民俗社会と世界像一』、日
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本民族学振興会、141～168頁、[須藤健一 と共著]。 、
009「 沖縄の親族研究一その方法論の検討(そ の1)-」、『南 島史学』2号、南
島史学会、49～66頁。
010「 沖縄の親族体系一東村字川田の事例考察一」、『民族学研究』38巻2号 、
日本民族学会、120～172頁。
011「 親族関係 の社会的距離 をめ ぐって一千葉県安房 郡大沢部 落 を事例 とし
て一」、『日本民俗学』90号、日本民俗学会、19～54頁。
1974年
012「 生存配偶 者の再婚」、『講座 ・家族』4巻、弘文堂、412～425頁、[大胡欽
一 と共著]。
Ol3「 村落起源の七律一聖数七の謎一」、長沢和俊編 『奄美文化誌』、西 日本新聞
社、227～234頁。
1975年
014「 沖縄 の親族研究一その方法論 の検討(そ の2)一 」、『南島史学』6号 、南
島史学会、40～55頁。
015著 書 『宴(う たげ)』、(ふおる く叢書第6巻)、 弘文堂、1～117頁、[伊藤幹
治 と共著]。
1976年
016「 中国東南部の親族組織概報」、『社会科学ジャーナル』14号、国際基督教
大学社会科学研究所、67～94頁。
1977年
017「 沖縄の親族研究一その方法論の検討(そ の3)一 」、『南島史学』10号、南
島史学会、19～43頁。
018「 『比較 民俗学』 ・沖縄研究 の動 向」、『日本 民俗 学』112号、 日本民俗 学
会、86～99頁。
019「 供犠 ・饗宴をめ ぐる力学」、『社会人類学年報』3巻 、弘文堂、71～98頁。
1978年
020「 地理学の目途一文化地理学か らの再構成一」、『跡見学園女子大学紀要』11
号、跡見学園女子大学、1～35頁。
021「 ボアズの理論」、蒲生正男編 『現代 文化 人類学のエ ッセ ンス』、ぺ りかん
社、85～104頁。
1979年
022「 沖縄文化地域における民家の塑形的モデルー試論 として一」、『跡見学園女
子大学紀要』12号、跡見学園女子大学、137～159頁。
023「 山口貞夫一 その研究 と方法一」、瀬川清子 ・植松明石編 『日本民俗学のエ
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ッセ ンス』、ぺ りかん社、298～310頁。
024「 地域生活」、『日本 を知 る小事典』1巻、社会思想社、79～144頁。
1980年・
025共 編 『与那国島の文化一文部省科学研究費補助金 による実態調査報告一』、
与那国研究会、1～114頁、[植松明石 と共編]。
026
027
「沖縄最西端与那国島における伝統文化 と外来文化一 覚書 として一」、『跡見
学 園女子大学紀要』13号、跡見学園女子大学、84～99頁、[植松 明石 と共
著]。
「客家人の正月習俗覚書一 台湾屏東県竹田郷頭寄村 を中心 として一」、『南島
史学』15号、南 島史学会、1～31頁。
1981年
028「 民俗学 と民族学」、『地理 月報』283号、二宮書店、20～23頁、[小田亮 と
共著]。
1982年
029
030
031
032
「Descent理論の系譜一概念再考一」、『武蔵大学人文学会雑誌』13巻3号、
武蔵大学人文学会、128～172頁。
編著 『親族の社会人類学』(現代のエスプリ別冊 ・現代の文化人類学3巻)、
至文堂、1～203頁。
「金久正 『奄美 に生 きる日本古代 文化』」、『国文学 ・解釈 と鑑賞』47巻9
号、至文堂、186～195頁。
「玉皇上帝誕辰の祭俗 に関する比較研究」、『武蔵大学人文学会雑誌』14巻1
号、武蔵大学人文学会、47～112頁。
1983年
033
034
035
036
「沖縄共同調査研究の意義一二つの報告書をめ ぐって一」、『新沖縄文学』56
号、沖縄 タイムス社、166～174頁。
「親族関係 の民俗的世界」、『凱風』7号 、凱風社、128～129頁。
「いわゆる 『天公生』をめ ぐって一玉皇帝誕辰の祭俗 に関す る比較研 究補
遺一」、『アジア文化』8号 、アジア文化総合研究所、30～37頁。
「宴の語義から定義 まで一スケッチとして一」、『武蔵大学人文学会雑誌』15
巻2号 、武蔵大学人文学会、45～57頁。
1984年
037
038
「親族関係を表わす言葉 と民俗概念」、『凱風』10・11号、凱風社、138～152
頁、[No.034の続編]。
「客家 人の衣服一採集 メモー」、『ア ジア文化』9号 、アジア文化総合研 究
所、78～84頁。
8 渡邊欣雄教授記念 渡邊欣雄教授の人と業績
1985年
039
040
041
著 書 『沖 縄 の 社 会 組 織 と世 界 観 』、 新 泉 社 、1～544頁 。
``RitualProcessoftheDragonBoatFestivalintheCheungChauIsland",-inShira-
tori,Y(ed.)TheDra80nBoatFestivalinHongKon8.SophiaUniversity,pp.66-
85.
「香 港 ・長 洲 島 に お け る 竜 舟 祭 の 儀 礼 過 程 一 予 備 的 報 告 一 」、 『武 蔵 大 学 人 文
学 会 雑 誌 』17巻1号 、 武 蔵 大 学 人 文 学 会 、21～42頁 、[No.040の和 訳]。
1986年
042
043
044
045
046
047
048
049
「玉皇上帝誕生祭をめ ぐる類比 と対比一抄論一」、馬淵東一先生古稀記念論
文集編集委編 『社会人類学の諸問題』、第一書房、345～366頁。
「民族学的地域研究 ・南西諸島 ・社会構造」、日本民族学会編 『日本の民族
学:1964～1983』、弘文堂、173～179頁。
「民族学的地域研究 ・南西諸島 ・民 間信仰」、日本民族学会編 『日本の民族
学:1964～1983』、弘文堂、180～185頁[伊藤幹治 と共著]。
「宗教 と儀i礼」、戴國輝編 『もっと知 りたい台湾』、弘文堂、136～161頁。
「漢人社会の宗教一 シンクレティズム再考一」、『文化人類学』3号、アカデ
ミア出版会、117～130頁。
「宴の意味一語義論か ら象徴論ヘー」、『日本の美学』、ぺ りかん社、62～82
頁。
「宴の象徴論一エ ッセイ として一」、『武蔵大学人文学会雑誌』18巻1号 、
武蔵大学人文学会、33～50頁。
「民俗的知識 の動態的研 究一沖縄の象徴的世界再考一」、伊藤幹治編 『国立
民族学博物館研究報告』別冊3号 、国立民族学博物館、1～36頁。
1987年
050
051
052
「沖縄の祭礼一祭場 ・祭司 ・祭儀iに関する東村内諸村落の調査報告一」、『武
蔵大学人文学会雑誌』18巻3号 、武蔵大学人文学会、1～314頁。
「マ レーシア ・ペナン島における中元節の儀礼過程一1祭 区の事例報告一」、
直江広治 ・窪徳忠編 『東南 アジア華人社会の宗教文化 に関する調査研究』、
南斗書房、135～194頁。
著書 『沖縄の祭礼一東村民俗誌一』、第一書房。
1988年
053
054
「風水の比較文化誌一束 アジアのなかの沖縄風水知識考一」、窪徳忠先生沖
縄調20年記念論文集刊行委員会編『沖縄 の宗教 と社会』、第一書房、587～610
頁。
編著 『象徴 と権力』(社会人類学の可能性II)、弘文堂、1～247頁、[小川正
渡邊欣雄教授記念 渡邊欣雄教授の人と業績 9
055
056
057
恭 ・小松和彦 と共編]。
「風水思想 の世界観研究 ・序説一象徴空間と神秘力の測定法簡介一」、小 川
正恭 ・渡邊欣雄 ・小松和彦編 『象徴 と権力』(社会人類学 の可能性 ・第 豆
巻)、弘文堂、77～101頁。
「台湾鬼魂考一 漢族における民俗宗教理解のための試論一」、『社会人類学年
報』第14巻、弘文堂、43～71頁。
「台湾の鬼小考一異文化理解のための民俗知識論一」、桜井徳太郎編 『日本
民俗の伝統 と創造一新 ・民俗学の構i想一』、弘文堂、327～344頁。
1989年
058
059
060
061
062
063
編著 『祖先祭祀』(環中国海の民俗 と文化第3巻)、 凱風社、1～477頁。
「序論 ・祖先祭祀」、『祖先祭祀』、凱風社、1～38頁。
「沖縄地方神歌(ウ ムイ)の 伝承性 をめ ぐって一民俗 的知識の動態的研究補
遺一」、『沖縄文 化研 究』15号、法 政大学 沖縄 文化研 究所紀 要、191～221
頁。
「沖縄の民俗 的親族体系 について一知識人類学的琉中比較研究の試み一」、
『第2回 琉中歴史関係国際学術 会議論文集』、琉 中歴史関係国際学術会議実
行委員会、431～455頁。
「漢族の風水知識 と世界観一墓地風水 に関する議論 をめぐって一」、『南島史
学』第33号、南島史学会、20～43頁。
「沖縄文化 と民俗的知識一 とくに慣例的知識について一」、『アジア文化』第
14号、アジア文化総合研究所、48～55頁。
1990年
064
065
066
067
068
「沖縄地方神歌(ウ ムイ)の 社会性一歌謡伝承 と民俗知識の周辺一」、『東京
都立大学人文学報』219巻1号、東京都立大学人文学部、29～58頁[066に
転載]。
著書 『風水思想 と東 アジア』、人文書院。
著書 『民俗知識論の課題一沖縄の知識人類学一』、凱風社。
「風水 ・祖先 ・出自一対話形式 による東アジア風水論の展望一」、竹 田旦編
『民俗学の進展 と課題』、国書刊行会、359～387頁、[065に転載]。
「香港水上居民の家族生活一長洲島 を事例 とした予備的調査報告一」、白鳥
芳郎教授古稀記念論叢刊行会編『アジア諸民族の歴史 と文化』、六興出版、115
～140頁。
1991年
069編 著 『風水説 の変遷 ・受容過程 と近現代的応用実態 に関す る学際的基礎研
究』、文部省科研費報告書、1～91頁。
10 渡邊欣雄教授記念 渡邊欣雄教授の人と業績
070
071
072
073
「漢族の風水知識 と居住空間一 とくに住宅風水 と風水理解 に関する知識人類
学的諸問題について一」、竹村卓二編 『国立民族学博物館研究報告』別冊14
号、国立民族学博物館、199～248頁。
「沖縄の墓地風水一 とくに与那国島の風水測定法 をめ ぐって一」、『南島 ・沖
縄の建築文化一 その1・地域的個性 と現代の課題』(住宅建築別冊40号)、
建築思潮研究所、56～65頁。
著書 『漢民族の宗教一社会人類学的研究一』、第一書房。
「沖縄の屋敷風水一風水知識からみた民家論一一」、『南島 ・沖縄の建築文化一
その2・今 日の住 まい30題 と伝 統』(住宅建築別冊41号)、建築思潮研究
所、166～177頁。
1992年
074
075
076
077
「墓 と家族の地理学一風水論の視点か ら一」、『自然 と文化』36号、観光資
源保護財団、29～36頁。
「風水論断章」、『自然 と文化』36号、観光資源保護財団、50～55頁。
「沖縄の文化変化一生活の近代化 と知識の変化 の20年一」、『地理』37巻5
号、古今書院、28～36頁。
「南西諸島のGeomantik一対話形式による風水論 の展望一」、『民族学 コラー
ジュー共 同体論 その他一』(住谷一彦先生記念論集ll)、リブロポー ト、107
～131頁。
1993年
078
079
080
081
「墓 と家族の地理学一風水論の視点か ら一」、藤井 ・義江 ・孝本編 『家族 と
墓』、早稲田大学出版部、81～103頁。
「埼玉県三芳町上富地区の年中行事調査報告書」、『人文学報』第241号、東
京都立大学人文学部、45～96頁。
著書 『世界のなかの沖縄文化』、沖縄 タイムス社。
「世界のなかの沖縄 ・アジアのなかの沖縄」、『日中文化研 究』5号 、勉誠
社、12～21頁。
1994年
082著 書 『風水一気の景観地理学一』、人文書院。
083「 過疎地域沖縄の老人生活一東村の事例一」、『過疎地 コミュニティにおける
老人層の社会組織一老人 クラブの比較研究』(東京都立大学社会人類学研究
室)、科学研究費調査報告、7～38頁。
084共 編 『風水論集』(還中国海の民俗 と文化 ・第4巻)、 凱風社、1～542頁、
[三浦國雄 と共編]。
085「 風水論集:は じめに」、渡邊欣雄 ・三浦國雄編 『風水論集』、凱風社、15～
渡邊欣雄教授記念 渡邊欣雄教授の人と業績 11
086
087
088
089
20頁。
「住宅風水 ・解説」、渡邊欣雄 ・三浦國雄編 『風水論集』、凱風社、279～287
頁。
「墓地風水 ・解説」、渡邊欣雄 ・三浦國雄編 『風水論集』、凱風社、427～437
頁。
「中国温州民間風水調査」、『通俗文学評論』1994年4期、湖北省新 聞出版
局、95～99頁[中国語]。
「大陸中国の風水塔 と断脈説話」、『中国民話 の会通信』34号、中国民話の
会、2～7頁。
1995年
090
091
092
「中国の風水塔断脈説話について」、『東京都立大学人文学報』260号、東京
都立大学人文学部、1～16頁。
「いまに生 きる風水思想一風水の民俗一」、曽士才 ・西澤治彦 ・瀬川昌久編
『アジア読本 ・中国』、河出書房新社、192～199頁。
「墓地風水 の民俗一湖州地区の事例 と考察一」、福 田アジオ編 『中国漸江の
民俗文化一環東 シナ海(東 海)農 耕文化の民俗学的研究一』、国立歴史民俗
博物館、127～147頁。
1996年
093
094
095
096
097
「東洋理論 としての風水思想一社会人類学的成果 と試論一」、『iichiko』第38
号、文化科学高等研究院、99～120頁。
「沖縄の宗教 と社会」、ヨーゼフ ・クライナー編 『日本民族学の現在一1980
年代から90年代へ一』、新曜社、202～223頁。
「東アジアの風水意識一 グラフによる傾向と差異を知るための覚書一」、『東
京都立大学人文学報』271号、東京都立大学人文学部、1～57頁。
「北京の都城風水一環境 アセスメ ン トと都 市の歴史素描一」、飯島伸子編
『中華人民共和国 における環境政策 と交通政策に関する調査研究』、東京都
立大学特定研究費研究成果報書、1～31頁。
「大陸中国における風水観念 と民俗 について」、山折哲雄編 『日本文化の深
層 と沖縄』(日文研叢書第12号)、国際 日本文化研究セ ンター、25～44頁
1997年
098
099
「台湾為中心的東亜風水論一社会人類学的研究成果与試論一」、許介鱗主編
『文明史上的台湾一研討会論文集一』、台湾大学 日本綜合研究中心、377～415
頁。
「東 アジアの風水論一初期欧米研究か ら現代東アジア研究 まで一」、『沖縄文
化』33巻1号、沖縄文化協会、1～21頁。
12 渡邊欣雄教授記念 渡邊欣雄教授の人と業績
100
101
「思想がは ぐくまれる環境認識」、青木保ほか編 『環境の人類誌』(岩波講座
文化人類学第2巻)、 岩波書店、15～40頁。
「中国風水与東亜文明一社会人類学的論点一」、王銘銘 ・播忠党編 『象徴与
社会一 中国民間文化的探討一』、天津人民出版社、187～215頁[中国語]。
1998年
102著 書 『漢族的民俗宗教一社会人類学的研究一』、(周星訳)、中国 ・天津人民
出版社[中 国語]。
103「 屋敷 と風水一村武精一教授 の風水論 をめ ぐって一」、大胡欽一編 『アジア
世界:そ の構i造と原義を求めて』上、八千代 出版、241～262頁。
104「 関子北京城的風水和環境」、『人文地理』13巻2期、中国地理学会、65～67
頁[中 国語]。
1999年
105
106
107
108
109
110
103
112
113
「沖縄か ら尋ねる中華文明一 覚書一」、末成道男編 『中原 と周辺一人類学的
フィール ドか らの視点一』、東京外 国語大学 アジア ・アフリカ言語文化研究
所、243～261頁。
「風水知識 と民俗一温州地区の事例 と考察一」、福 田アジオ編 『中国漸南の
民俗文化一環シナ海(東海)農耕文化の民俗学的研究一』、科研費報告書、177
～193頁。
「わが共 同体論 の道程一天地人 を往 く一」、『東京都立大学 人文学報』299
号、東京都立大学人文学部、1～19頁。
「フィール ドへのこだわ り一 プロセスのなかの民族誌作成一」、『東京都立大
学人文学報』299号、東京都立大学人文学部、21～36頁。
「中国大 陸東南部 と沖縄 の風水民俗一沖縄(久 米 島)か らみた環中国海文
化一」、『久米島における東アジア諸文化の媒介事象 に関す る総合研究」、平
成8～10年度文部省科学研究費補助金基盤研究(A)(1)、65～71頁。
「風水 とシャーマニズムー 中国東南部の事例一」、『東アジアにおけるシャー
マニズム文化 の構i造と変容 に関する文化人類学 的研 究』、平成8～10年度文
部省科学研究費補助金(国 際学術研究)、63～68頁。
著書 『東方社会之風水思想』、(楊昭訳)、地景企業股傍有限公司[中 国語]
「治療法 と文化一現代病院文化研究一」、『歴博』95号、国立歴史民俗博物
館、6～10頁。
共編 『日本民俗大辞典』上巻、吉川弘文館、[福田アジオ ・神 田よ り子 ・新
谷尚紀 ・中込睦子 ・湯川洋司 と共編]。
2000年
114著 書 『漢族的民俗宗教一社会人類学的研究一』、(周星訳)、台湾 ・地景企業
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115
116
117
118
119
120
股傍有限公司[中 国語]。
共編 『日本民俗大辞典』下巻、吉川弘文館 、[福田アジオ ・神田 より子 ・新
谷 尚紀 ・中込睦子 ・湯川洋司 と共編]。
「風水塔断脈説話 について(台 湾 ・断江 ・福建)」、最莉莉 ・韓敏 ・曽士才 ・
西澤治彦編『大地は生 きている一 中国風水の思想 と実践一」、てらいん く、123
～135頁。
「風水 とフィジ ォオノ ミー:洋 の東西地理学 は同一か?」、『民俗建築』117
号、 日本民俗建築学会、21～28頁。
「古代 日本の風水簡介」、『國文學』通巻659号、學燈社、33～43頁。
著書 『風水 ・氣 的景観地理 學:社 會 人類學 的研 究』、(索秋勤訳 ・楊 昭校
閲)、地景企業有限股扮公司[中 国語]。
「中国の墓地風水 と環境認識一漸江省寧波地区の事例 と考察一」、『民俗文化
研究』創刊号、民俗文化研究所、1～36頁。
2001年
121
122
123
「漢族的民俗宗教把握 と理解の試み」、『アジア漢文化地域の民俗宗教に関す
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